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　インドネシア通過流はインドネシアの多島海域を西部太平洋からインド洋に流れる海流で、大量の熱を輸送

するために気候変動に大きな影響を及ぼす。また、多島海域では、強い潮汐流が内部波の鉛直混合を励起し

て、インドネシア通過流の鉛直構造を大きく変質させる。先行研究では領域モデルに潮汐混合の効果を追加す

ることで、その再現に成功した。 

　本研究では、St. Laulent et al. (2002)の潮汐混合スキームを組み込んだ高解像度の海洋大循環モデルの感度

実験を実施した。スキームONにした実験では、起伏の大きな海底地形の上方に強い鉛直混合が再現され、多

島海域ではインドネシア通過流の鉛直構造がスキームOFFの実験より大幅に改善された。本研究では、海盆規

模の内部潮汐混合がインドネシア通過流の流量に及ぼす影響に注目して調べた。 

　潮汐混合スキームをON/OFFした感度実験のインドネシア通過流の流量を比較すると、スキームONの場合

が約0.9 Sv大きくなった。その流量増加は、スキームONの場合に太平洋の海面高度がインド洋より高くな

り、太平洋とインド洋の圧力差が強くなったことに起因していた。海洋内部構造を確認すると、潮汐による鉛

直混合は、諸島周辺の浅い海域での起伏が大きな地形の上方で大きく、躍層下部とその下方の密度を減少さ

せ、その密度変化はロスビー波、ケルビン波、移流で海盆全体に広がっていた。太平洋は他の大洋と比較する

と、諸島が多くその周辺の浅い海域に起伏の大きい海底地形が多数分布しているため、潮汐混合が密度変化に

及ぼす影響がより強く、海面高度上昇が大きくなる。その結果、インド洋との圧力差が強くなりインドネシア

通過流の流量が増加した。
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